
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
  
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 日(土) 餅つき会 

5 日(火) 体操教室 

11 日(月) 防災訓練  

15 日(金) 身体測定  

19 日(火) 体操教室 

21 日(木) 誕生会 

28 日(木) 終園 

☆ 1 月 4 日(木)始園   

さくら組 

 先日の生活発表会では、《劇・踊り・合奏》と友だちと同じ目標に向かって協力し合い、また１つ成長した事を実感します。3月の音楽祭へ向けての練習もま

だまだ続きますが、ひとつひとつ丁寧に、そして楽しみながら取り組んでいきたいと思います。寒さが厳しくなってきますが、手洗いやうがいをしっかりして、

天気の良い日にはたっぷりと戸外で体を動かし遊びたいと思います。 

うめ組 

 生活発表会に向けて少しずつ練習を重ねてきた子どもたち。初めてのピアニカ演奏にも挑戦し、また劇では自分で選んだ役を表現し、友だちと協力して 1つ

の作品をつくる楽しさを味わうことができたでしょう。ちょっぴり緊張している姿も見られましたが、たくさんの応援の拍手を頂き自信へとつながった事だと

思います。寒くなってきましたが、体調管理に留意しながらゆったりと過ごしたいと思います。 

   もも組 

 生活発表会では、頑張る子どもの姿をあたたかく見守って頂き、有難うございました。楽しかった思い出として子どもたちの心に残ればいいなと思っていま

す。寒さも厳しくなってきますが、元気いっぱいに過ごせるよう体調管理に気を付けていきたいと思います。 

たんぽぽ組 

 生活発表会のおけいこを意欲的に取り組んでいた子どもたち。本番では緊張している姿も見られましたが、楽しんで歌ったり踊ったりすることができました

ね。ますます寒くなります。うがいや手洗い等をして、元気よく過ごしていきたいと思います。 

すみれ 1歳児組 

 生活発表会では、可愛く踊ったり、楽器を鳴らしたりする子どもたちの姿に成長を感じられたことと思います。また、最後までのあたたかい拍手も有難うご

ざいました。ますます寒くなってきますが、手洗いやうがいをしながら体調に気を付け、たくさん身体を動かして楽しく過ごしていきたいと思います。 

すみれ 0歳児組 

 生活発表会では、子どもたちをあたたかい眼差しで見守っていただき有難うございました。子どもたちは時折、リズム遊びをして余韻を楽しんでいたり、ま

たつかまり立ちや歩行をしたりなどの成長も、日々感じられます。すみれ組さんともども、寒さに負けずに元気に過ごしていきたいと思います。 
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生活発表会のフィナーレを飾る桜組の合奏 

本番は 3 月の芸術劇場です。ファイト!  

梅組のピアニカ演奏 

“来年の合奏が楽しみです” 
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焼き芋会でのみんなの笑顔 

 

☆Q.1 好きな言葉は?  

Ａ. 継続は力なり!です。 

☆Q.2 好きな食べ物は? 

Ａ. おすし。特に“ウニ”が好きです。 

☆Q.3 休日の過ごし方は? 

Ａ. 2 匹の犬とふれ合って遊んでいます。 

☆Q.4  保育士になって良かったと思う事は? 
 Ａ. 元気一杯の子どもたちとふれ合い笑

顔をもらえる事です。 

《園長の言葉》                                                            平成 29 年度 竜光保育園 第 630 号

季節は更に進み、澄み渡る夜空に瞬く星が美しく見えるようになる一方、本格的な冬将軍も到来しています。そんな中でも冷たい風に鼻を赤らめながら、元

気いっぱいに遊んでいる子どもたちの声が今日も園内に響いているようです。先日の生活発表会には、多くの皆様にお越し頂き誠に有難うございました。今回

もまた、子どもたちの頑張りと成長に驚かされました。くわえて、さらに素晴らしい発表会へと導いてくれたのは、保護者の皆様のあたたかいまなざしと声援

に負うところが大きいと思います。 

さて、この度、当園の深川祥子指導保育士が今年度の《秋の叙勲》を賜りました。前々・前理事長に次いでの受賞であり、 

開園以来 70 年にも及ぶ当園の保育と地域への社会福祉への貢献が、一定の評価を受けているに他ならないのだと思うばかり 

です。様々な紆余曲折・苦難があった 70 年の中でこれも偏に、保護者の皆様や地域の皆様、歴代の職員の方々、そして何よ 

りも子どもたちの笑顔に支えられての賜物だと思います。有縁の多くの皆様には唯々感謝の思いで一杯です。有難うございます。 

この受賞を新たな尊い《ご縁》として、多くの《お蔭様》によって永年培われてきた当園の保育を今後とも受け継ぎかつ、時代 

のニーズにも謙虚に耳を傾け、さらに子どもたちが安心して通うことができる環境づくりに邁進するばかりです。 

インフルエンザなどの感染症の蔓延が危惧される年末年始となりますが、十分な休息や睡眠、栄養を取りながら来たるべき 

新年をみんな笑顔で迎えましょう。 

～2017.11.3 読売新聞より


